
令和6年もあと１ヵ月あまり、今年はどんな年だったっけ？思えば、元日の能登半島地震、七二会もひどく

揺れましたね。オリンピック・パラリンピックでの日本選手団の大活躍がありました。政治でも解散・総選

挙など大きな動きがありました。みなさんにとって、今年はどんな年でしたか？

令和7年、巳年。2025年問題の年を迎えます。

なにあいドットコム HPはコチラから→
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10月30日、七二会地区住民自治協議会の三役が、荻原健司長野市長を訪ね、七二会が現在抱えている課題

や要望について、意見交換をしました。

懇談内容
１ 七二会地区オンデマンド交通システムの早期導入について

七二会は市内でも高齢者率が高く、加えて今後運転免許証の自主返納が進んでいく中で、地区内には大型

スーパーもなく、このままでは日用品や食料の購入が困難になる人がさらに増えることは明らかである。

このことから、AIを活用したオンデマンド交通システムを令和8年度当初から導入されたい。

併せて、地区内の停留所増設を積極的に進め、利便性の向上に繋げられたい。

２ 確実・迅速な災害情報の伝達システムの導入について

防災無線は家屋内で聞こえにくいなど、最近は「正確な情報を受け取れる」権利が損なわれている。

広範囲で災害リスクが高く、稠密地区とは違い、避難所も遠く孤立化しやすい集落が点在する当七二会地区で、

「大規模災害でも通信が遮断しにくく、瞬時に広く情報を知らせられ、安否状況が容易に把握できる」機能を持つ

防災システムの試験的導入を検討されたい。

今年度七二会地区活性化委員会の計画として、「七二会サミット」の開催があります。これは、七二会

で活動する団体・企業・個人が一堂に会して活動アピール＆情報交換し、その活動が地域の方々により深

くわかっていただくことにより、その活動が更にスムーズになされると共に、他団体とのコラボや新たな

活動に繋がるチャンスにしていただきたいとの考えから企画しました。

「七二会サミット準備大会」開催

本番は12月18日を予定していますが、何分初めての

事なので10月22日の活性化委員会会議の中で「七二会

サミット準備大会」を開催。本番がより良く行われるよ

う参加予定の８団体に活動内容と課題、地域への要望等

を発表して頂き、サミット開催に当たっての問題点の検

討を行いました。

プロジェクター使用、手書き模造紙での発表等形式は

各々で、発表時間超過等ありましたが、参加した委員か

ら「初めて聞いた活動もあり、地域でこんな素晴らしい

活動が行われている事が判った」、「多くの皆様にも聞

いて欲しい」と言った声が寄せられました。

本番では活動発表の後「地域活性化」「里山活用」「食の連携」のテーマ毎にグループでの情報交換を

し、次の活動に繋げて頂きますが、参加団体以外の方の傍聴も可能です。地域の素晴らしい活動を知り、

七二会をもっと好きになって頂ければ幸いです。

七二会地区では、空き家を活用した移住推進事業「七二会ⅠＪＵの

すすめ」を展開しています。主に都会からの需要が多い「移住」に際し

て、地区内にある空き家を紹介する、いわばコーディネートをしていま

す。みなさんがお住まいの地域にも伺わせていただいてます。どんな内

容でも結構です、空き家に関する情報があれば、お寄せください。
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七二会地区については、令和8年度の導入に向けてすでに計画を進めている。これから、具体的

内容を検討していくことになるので、地域の要望を聞かせていただくなど、協力をいただきたい。

現行システムの利用率が著しく低い原因に、自宅からバス停までの移動が困難なことが挙げら

れる。バス停の大幅増で、真の利便性向上を図っていただきたい。

他の地域でもオンデマンドの導入によりバス停がかなり増えているので、増やすことは可能である。

災害情報は言うまでもなく「迅速・的確に」が求められ、現在で

も防災無線や防災アプリ、テレビ・ラジオなど、多岐にわたって

いる。今あるシステムをさらに効果あらしめるために、機器の調

整や、スマホ教室を通じた防災アプリの習熟など今後も調査

研究を重ねていく。

確かに、情報発信はいろいろなものがある。七二会のような孤

立化しやすい地域では、安否が把握しにくい。容易に把握でき

るシステムを検討してほしい。

いろいろな種類の対策や仕組みがある。そういったものを組み立てて運用していければいいの

ではないか。そして、運用の中で試行錯誤しながらより良いシステムにしていければよい。

安否情報システムもスマホが必要、となると、操作ができない人には効果が及ばない。

因みにスマホを操作できない人の別居親族も同じ情報を共有でき、さらにガラケーでも使える

システムもある。前向きな検討姿勢がほしい。

七二会からの出席者

・山本晴信 会長 ・太田多実雄 副会長 ・塚田建夫 副会長 ・渡邉明美 副会長

・溝口富重 会計 ・水口敏弘 事務局長 ・大島明彦 支所長 ・岡澤雅彦 支所長補佐

市からの出席者

・荻原健司 長野市長 他 関係役職者
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⑥福祉大会＆地域ネットワーク会議

令和6年度福祉大会＆地域ネットワーク会議

『みんなでやろう！地域づくり』開催
講師：フリージャーナリスト 内山二郎先生

福祉大会＆地域ネットワーク会議は七二会に住んでいる皆の地域福祉と今後の地域づくりを考える場であるよ

うにと第3次七二会地区地域福祉活動計画に掲げられている事業です。参集者の負担軽減と内容充実を目的に地

域包括支援センター安茂里との合同主催で行うようになって3年目となります。今年は長野市社会福祉協議会に

ご協力いただき開催しました。

フリージャーナリストの内山二郎先生をお招きして、従来の講演会とは違った、住民参加型の会場セッション

が繰り広げられ、会場は熱気に包まれました。

内山先生が所狭しとインタビュー。

次々と皆さんの思いを

引き出していきます。

酒井健康・福祉部会長より挨拶

第3次計画に込めた思いや

『みんなでやろう！地域づくり』

に至った経緯をお話頂きました。

前半：『旗揚げて！みんなで考えよう地域のこと』

3問の設問とそれぞれに色別の選択肢が用意されています。

皆さんには5色の旗が手渡され、自分の思いに近い色の

旗を揚げてもらいます。色別にカウントされ、会場の

スクリーンに数が映し出されます。

まとめ：各グループの発表

落書きをした模造紙を掲げての

プレゼン！！

みなさん、思い思いに妄想を

膨らませて、奇想天外な

アイディアが飛び出しました。

最後はグループごとのキャッチフレーズを述べて、決めポーズ！！

ライブで皆の意見や思いを見える化

旗揚げの数や出された意見は、スクリーンや模

造紙に映し出され、共有を図ります。

旗揚げセッションで出された意見や思いは、

参加されなかった方にもご覧いただく方法

を検討します。

後半：円卓囲んで話そう！

『私の地区のお宝！ヒト・モノ・コト』
地区ごとに分かれてグループワーク。

円卓状の模造紙に色とりどりのマーカーで地区のお宝

を落書きのように書き出していきます。

それをどうやって地区で活かす？

どんどん妄想も膨らんで模造紙がいっぱいに！！

最後に「イイね！」の気持ちを込めて付箋

各地区の思いが詰まった円卓状の

模造紙が会場に張り出され、みんなで観賞。

共感したグループの模造紙に名前を書いた付箋を

貼りました。

そして、共感した理由を述べあいました。
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⑪健康長寿を楽しむ拠点づくり

リズムに乗ったり、歌ったり…

「音楽は免疫力を高めます。」と

中沢さん

～9月のかがやき健康サロン～が開催されました
9月 9日（月）市場会場：七二会支所大会議室

9月２５日（水）瀬脇会場：かがやきひろば七二会（保育園隣接）

＊メイン活動『みんなで一緒にウクレレを楽しもう♪』

講師：ガズレレ信州の小林さんと中沢さん
童謡や懐かしい昭和のポップスetc…癒しのあるウクレレの音色で会場中がいっぱいになりました。

「ただ聴いていただくだけではなく、みなさんも一緒に音楽を楽しんでほしい！！」という小林さんと中

沢さんのご厚意で色とりどりのバラエティーに富んだ楽器を持ってきていただき、実際に演奏体験する時

間もありました。

小林さんの手ほどきを受けて

初めてウクレレを弾きました。

～健康づくりウォーキングｉｎ上橋詰～が開催されました
10月 16日（水）9:30上橋詰地区飯縄神社集合

上橋詰区長の小山徳雄様・前区長の石坂秀壽様・民生委員児童委員の吾妻さち子様・

長野市西部保健センターの中條保健師さんのご協力のもと、開催されました。

＊＊参加者の声＊＊ （岩草区健康福祉推進員 秋山 美和）

当日は生憎の雨予報でしたが小雨程度でやみ、ウォーキング日和になりました。

上橋詰前区長の石坂秀壽さんにご案内頂き、地蔵堂・戸屋城址・曙杉・飯縄神社を巡りました。

地蔵堂では度重なる災禍から難を逃れた三体の仏像様のお話を伺い、戸屋城址では雄大な市街地を見下

ろす景観を楽しみつつ、メタセコイアの球果やハナイグチという名のキノコの探索。飯縄神社では御神木

の見事な切り株を拝見、参拝させていただきました。

石坂秀壽さんの楽しいガイドもあり、終始、笑顔の絶えない楽しい健康づくりウォーキングでした。
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⑬健康福祉推進員会事業


